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御言葉 詩篇 139:1-16,23,24
賛美 イエスは勝利を取られた(PPT　２４)
使徒信条 会衆一同

交読文 52
賛美 主だけに(PPT　１５)
メッセージ 鶏の鳴く時（ルカ 22:31-34）
御言葉を適用する祈り 会衆一同

主の祈り 会衆一同

Ⅱコリント１３：１１－１３ パスター

報告

震災にある日本のための祈り
今、実際的な助けを必要としている人達に、一刻も早く助けが備えられるように。

上に立てられている権威に良き知恵が与えられ、正しい判断によって混乱なく指示を出しま

すように。

今、被災地で救助活動しておられる働き人達の手が守られ、滞りなく進められますように。

分子の陽子・電子・中性子に至るまで、全宇宙の運行を全て支配し管理しておられる主・イ

エスの名によって、原発や地下プレートが、この国の人々に害する事を禁じます。

今、人を脅かしているあらゆる自然の活動に対し、地の深みから山々の頂に至る全地を統

べ治めておられる主イエスの名によって、これ以上この国に害を及ぼす事を、禁じます。

人々を害為す邪悪な人的・霊的な存在には、自ら掘った墓穴に入るよう呪います。

陽子・電子・中性子から全宇宙の運行に至るまで、全て支配し管理しておられる、主イエス

の名によって、日本を祝福します。アーメン。

祝福の御言葉（空欄に自分の名前を当てはめましょう）

主よ。あなたは＿＿＿＿を探り、＿＿＿＿を知っておられます。

あなたこそは＿＿＿＿のすわるのも、立つのも知っておられ、＿＿＿＿の思いを

遠くから読み取られます。あなたは＿＿＿＿の歩みと＿＿＿＿の伏すのを見守

り、＿＿＿＿の道をことごとく知っておられます。

ことばが＿＿＿＿の舌にのぼる前に、なんと主よ、あなたはそれをことごとく知っ

ておられます。あなたは前からうしろから＿＿＿＿を取り囲み、御手を＿＿＿＿

の上に置かれました。（詩篇139:1-4）

＿＿＿＿の主・イエス様の名前にあって。アーメン。

メッセージ概要

「シモン、シモン、サタンはあなたがたを、小麦のようにふるいにかけることを神に願って聞き入れられた。し

かし、わたしはあなたのために、信仰が無くならないように祈った。だから、あなたは「立ち直ったら（エピス

トレフォー：向き直る、転向する）」、兄弟たちを力づけてやりなさい。」（ルカ 22:31,32）

人が力を込めて言う言葉は、自身の弱さの前に何の保証も無く、死の覚悟も、サタンの前には無力である。

しかし大祭司なるイエス様は、私達が裏切る前から、いや、私達が「あなたを裏切りません」と力を込めて言

う以前から、既に、私達が裏切った後も信仰が無くならないよう、あらかじめ取り成して祈っておられた。

するとシモンは、「主よ、御一緒になら、牢に入っても死んでもよいと覚悟しております」と言った。

イエスは言われた。「ペトロ、言っておくが、あなたは今日、鶏が鳴くまでに、三度わたしを知らないと言うだ

ろう。」（ルカ 22:33,34）

イエス様のために牢に入ったり死んだりする程に、ついて行くなら、イエス様に認められるのだろうか？

結局、12 弟子の全てがイエス様を裏切ったのだが、その中で唯一、死して主にお詫び申した者がいた。

日本人の価値観では彼を潔い、立派だと思うかもしれない。しかし、滅びに下ったのは彼一人だけ、他の

生き恥を晒した 11人は、後に聖霊を受け、主のために大胆に造り変えられた。

滅んだ一人と、造り変えられた11人との違いは、主イエス様の集まりを止めたか、止めなかったかである。

人間的な美学に勝手に従って一匹狼で行動し、イエス様の名の下から離れる事は、滅びに至る道である。

例え生き恥を晒しても、主の名の集まりから決して離れない者こそ、聖霊によって造り変えられる者である。

信仰生活は、イエス様のために死ぬ覚悟を決める所から始まるのではなく、私達がまだ罪人であった時か

ら既に私達を愛し、私達の罪のために死んで下さったイエス様の愛に気付く所から始まるのであり（１ヨハ

ネ 4:10）、自分には主に従い尽くす愛も力も信仰も無い、と、徹底的に示されるような最も暗闇の時、すな

わち「鶏の鳴く時」が原点である。

イエス様は復活の後、ペテロ達が一晩中漁をしても魚一匹さえ取れない日の明け方に現われ、たった一

言のアドバイスによって、人の経験や知識を遥かに越える結果を示し、生活に必要なものを溢れるばかり

に与えただけでなく、暖かい炭火を熾してパンと魚を焼き、香ばしいかおりを漂わせつつ待っておられた。

主はこのように、お腹を満たし、肉的な必要を満たし、心をほぐして下さる。（ヨハネ 21章）

イエス様はペテロに 3度「あなたは私を愛しているか？」と聞いたが、ペテロは「あなたは私に完全な愛は

無い事を知っておられます」と、イエス様に「知っていただく」しか無かった。

信仰が若ければ若い程、情熱と血気によって自分のやりたい事をし、自分の望む所へ行くが、人はイエス

様に従い尽す事が出来ない事を思い知る「鶏の鳴く時」が来る。

そこを通った者は、自分のわざを終えて安息し（ヘブル4:10）、信仰が成熟すればするほど、自分は単に

両手を広げるだけで、あとは主の導かれるまま、聖霊にうながされるままになって行くのである。

その数ヶ月後、ペテロは再びイエスの名のために大勢の前で尋問される時が来たが、その時彼は大胆に

イエスを告白し、それを聞いた権力者達は何も答える事ができなかった。（使徒4:5-14）

この力の源は聖霊に満たされていたからであり（使徒4:8）、聖霊に満たされるコツは、主の集まりから離れ

ない事である。

無学な普通の人である事は何の問題も無く、イエスと一緒にいた者（使徒4:13）である事が大切である。

全てを知っておられる主の前に、まな板の上の鯉となって全てを明け渡し、そして、新しいいのちを息吹い

ていただく「復活」に入ったなら、ペテロのように大胆に証できるのである。

私達が立つのは、私達の力や意地ではなく、私達のためにとりなし祈っておられるお方と共に十字架につ

けられ、共に死に、共に復活し、新しいいのちを息吹かれる故である。

主の憐れみと慈しみの中に育まれ、何度倒れても、イエスの名の下に立ち直る皆さんでありますように。

イエス様の名前によって、祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

日曜礼拝

1 部              　       10:00
2 部（韓国語のみ）  　11:00
食事/フェローシップ　12:00～

3 部（韓国語 日本語通訳あり）　14:00
聖書勉強会                           15:00

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～

　　火・木　　夜の祈祷会　　　　　21:00～

水曜集会

　1 部                                   　13:00～

　2 部                                   　19:30～

金曜徹夜祈祷会                      21:00～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番出口より徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。
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TEL/FAX：　045-326-6211
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モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で

聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！


